
きり絵作家プロフィール
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東京都出身。1994年に札幌へ移り住む。切り絵のほかにもさ
まざまな作品を手がけている。97年には切り絵作家「三苫　
麻由子」として個展を開催。さらに江差町、留萌市など道内
各地で交流を深める作品を発表。2003年、京都で個展を開催。
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今月の表紙
花火・音楽・照明のコラボレーション！
国内最高峰。勝毎花火大会
帯広市で開催される道内最大級、全国でも
トップクラスの花火大会。毎年 8 月、十勝
川河川敷で花火・音楽・照明のコラボレー
ションによる、約 2 万発のエンターテイメン
ト性の高い花火ショーが繰り広げられます。
この花火大会の歴史は古く、初代十勝毎日
新聞社社長が「北海道で最初の花火大会を
帯広で」と呼びかけ、第 1 回は1929年（昭
和 4 年）に開催されました。戦争による中
断もありましたが、今回で65回目を迎えま
す。グランドフィナーレは大会の代名詞にも
なっている「錦

にしき

冠
かむろ

」（大きく長く尾を引く花火）
の連発で、見上げる夜空一面に広がる黄金
の花火が感動を呼び起こします。 8 月13日、
会場は十勝大橋下流400m付近で、19時30
分打ち上げ開始。詳細は十勝毎日新聞社事
業局、TEL 0155-22-7555まで。公式サイトは
http://www.tokachi.co.jp/hanabi/
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